
流域治水プロジェクトの取組事例集
（田越川水系）

（田越川流域治水協議会）



実施状況

工 程

実施主体対策内容

中長期中期短期

神奈川県
河川改修事業に
よる河道整備

洪水氾濫対策
【河川改修事業による河道整備】

氾濫をできるだけ
防ぐ・減らす
ための対策

● 田越川水系においては、「田越川水系河川整備計画（平成31年３月）」に基づき、 時間雨量50mmの降
雨による洪水を安全に流下させるため、河道整備（護岸整備、河道掘削、橋梁架替等）を進めている。

神奈川県

田越川流域において、上記を含む類似・同様な取組を実施している自治体

神奈川県

整備イメージ平面図

施工状況写真（護岸改修）
整備箇所
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■河道整備の一例
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実施状況

工 程

実施主体対策内容

中長期中期短期

逗子市
雨水排水施設の
整備

内水氾濫対策
【雨水排水施設の整備】

氾濫をできるだけ
防ぐ・減らす
ための対策

● 逗子市においては、平成25年度より下水道総合地震対策計画に基づき、下水道施設の耐震化を行ってき
ている。管渠・マンホールの耐震化については、令和３年度に計画を改定し、令和４年度より緊急輸送路
下等から優先順位をつけて行っている。

逗子市

田越川流域において、上記を含む類似・同様な取組を実施している自治体

逗子市

整備前 整備後

液状化被害写真（マンホール浮上）
出典：下水道管路施設における耐震化技術の有効性 国土交通省資料

震災が起こった際、液状化によるマンホー
ルの浮上、管渠の破断等が起こり、降雨時に
水の流下が出来なくなり、内水氾濫の危険性

が増加する。

管渠・マンホールの耐震化を行うことにより、
降雨時の流下能力の確保を行うことが出来るよ
うにし、内水氾濫の危険性を減少させる。
また、緊急輸送路下の耐震化を行うことによ

り、災害があった際に物資輸送路の確保等を行
うことが出来るようになる。
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取 組 内 容

工 程
実施主体対策内容

中長期中期短期

神奈川県
危機管理型水位計・簡易
河川監視カメラの設置

避難体制等の強化
【危機管理型水位計の設置】

被害の軽減、
早期復旧・復興
のための対策

● 住民の適切な避難判断のための水位情報提供を目的に、これまで水位計の無かった箇所でも水位把握で
きるよう、洪水時の水位観測に特化した低コストな水位計を設置することで、出水時の水位観測により避
難体制の強化を図る。

神奈川県

田越川流域において、上記を含む類似・同様な取組を実施している自治体

神奈川県

・ 洪水が発生した際に、河川周辺の住民の皆様が避難する際に、役立てて
いただくために設置する水位計。

・ 河川が未整備のため注意を要する箇所や、学校や病院など、重要な施設

が周辺にある箇所に設置。

■危機管理型水位計とは ■危機管理型水位計の設置事例

■県ホームページから水位状況を確認することが可能
危機管理型水位計
（田越川 仲町橋）
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取 組 内 容

● 日ごろ知りたかった市の仕事や行政制度について、職員が市民に説明をした後、市民と職員がともに考
え学び合うお出かけ円卓フォーラムを開催している。

● この取り組みのなかで、希望する団体に対し、出前研修形式のワークショップを実施し、実際に個人の
マイタイムラインを作成する支援を行っている。

避難体制等の強化
【マイ・タイムラインの取組推進】

被害の軽減、
早期復旧・復興
のための対策

逗子市

工 程
実施主体対策内容

中長期中期短期

逗子市
マイタイムライン
の取組推進

田越川流域において、上記を含む類似・同様な取組を実施している自治体

逗子市

※ 近年は市民の関心が地震に変わっており「お出かけ
円卓フォーラム」のテーマで水害のマイタイムラインの
依頼が減少しておりますが、今後も継続的に取り組みを
行っていく予定である。

4


